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地震トモグラフィーによる九州背弧のマントル・アップウエリング構造と九州西

側の張力場

Tomographic imaging of mantle-upwelling in the backarc of Kyushu and  a tensile

movement of western Kyushu.
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地震トモグラフィーによって、西日本から中国東部までの朝鮮半島と東シナ海を含む広い領域での地殻・マ
ントル速度構造を研究した結果、九州西方の上部マントル中にかなり顕著な低速度を持つ小プリューム群が存在
することが分かった（S a d e g h i , 1 9 9 9 )。 例えば深さ４０ｋｍのＰ波速度分布において、大小４カ所の低速度部分
が見いだせる。 南から１，薩摩半島南西沖、２，甑島西方、３，男女群島周辺、４，五島列島北西沖にある。
これらは場所によって異なるが、おおよそ4 0 k mから1 0 0 k mの深さに分布している。 これは九州背弧の沖縄トラ
フ北端とその北方で上部マントルがアップウェリングを起こしているものと推定される。

（地震トモグラフィー）
地震トモグラフィーによって、西日本から中国東部までの朝鮮半島と東シナ海を含む広い領域での地殻・マ

ントル速度構造を研究した結果、九州西方の上部マントル中にかなり顕著な低速度を持つ小プリューム群が存在
することが分かった（S a d e g h i , 1 9 9 9 )。 深さ４０ｋｍのＰ波速度分布においては大小４カ所の低速度部分が見いだ
せる。 南から１，薩摩半島南西沖、２，甑島西方、３，男女群島周辺、４，五島列島北西沖にある。これらは
場所によって異なるが、おおよそ4 0 k mから1 0 0 k mの深さに分布している。 １例として、雲仙普賢岳を通る断面
では、低速度プリュームが九州西方の深部から雲仙に向かって浅くなって存在している様子が見られる。 これ
らプリューム群の存在は九州背弧の沖縄トラフ北端から北方で、上部マントルがアップウェリングを起こしてい
ることを示している。マントル・アップウェリングは海洋底拡大と対になって、現在の沖縄トラフ北端の形成と
運動に作用しているものと推定される。 沖縄トラフ全域を通して、このような顕著な低速度プリュームは存在
しないが、台湾北東沖の深さ４０ｋｍにやや顕著な小低速度領域とトラフ中間付近（2 8゜N , 1 2 8゜Eの近傍)に小低
速度領域が存在している。 このトラフ中間にある小低速度領域は海底高温チムニー発見地帯と対応しているも
のと思われる。 換言すると、沖縄トラフ全域を通した上部マントルにおいて、その北端、北方である九州西方
海域が現在大変活動的であることを示している。

（ＧＰＳ観測）
国土地理院のＧＰＳ観測データを使ったKato et al.(1998)による日本列島の歪図( 1 9 9 6 - 1 9 9 7 )によると、日本列

島のほとんど全ての領域が圧縮場であるが、唯一の例外として九州の西側（または西端）が膨張場となっている。
その膨張域は薩摩半島から天草、島原にかけて南北約２００ｋｍあり、膨張の中心は甑島やその周辺の九州西方
海域にあるように見える。 １９９７年鹿児島県北西部地震( M 6 . 5 , M 6 . 3 )の震源域もこの膨張域の中にあり、震源
メカニズムのＴ軸の方向（北西－南東）とKato et al.(1998)による伸びの主軸方向と一致している。 多田( 1 9 9 4）
による過去１００年間の地殻変動図を見ると、九州西側だけでなく、九州のほぼ全域が膨張域であるようだが、
天草から薩摩半島にかけてはほぼ一貫して膨張しているように思える。 特に注目すべきこととして、一般に良
く言われている「九州の別府－島原地溝帯は張力場」という表現は、少なくともKato et al.(1998)の図を見る限り、
最近の地殻変動としては該当しないように見える。 また九州西側の膨張も時間的に変化するものと思われる。

（沖縄トラフ北端での海洋底拡大）
上記諸現象から推定するに、九州西側の最近の膨張は沖縄トラフ北端での海洋底拡大（多分、北西－南東方

向）によっておこるもので、その原動力の一部は九州背弧のマントル・アップウェリングによるものと思われる。
沖縄トラフ北端での海洋底拡大の詳細とメカニズムは島弧と大陸形成にかかわるこれからの世界的課題である。
既設の国土地理院ＧＰＳに最近男女群島に設置された海上保安庁ＧＰＳのデータを加えた研究や、九州大学や鹿
児島大学が中心の九州背弧の地震観測や構造探査による研究成果が期待される。 （引用文献）
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